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 近年、持続開発社会の実現に向けて、高性能太陽電池の開発や実用化が進められている。簡便

に作製でき、意匠性のある色素増感太陽電池（DSSC）は、シリコン系太陽電池（＞26%[1]）と比

較してエネルギー変換効率（PCE）が低い。高い伝導率[2]と多くの細孔構造を持つ水素置換グラフ

ィジイン（HsGDY）は DSSC の PCE を向上させる対極材料として期待されている。これまでに、

Cu[3]などの金属基板上への合成法の報告はあるが、DSSC への応用のためには、透明なフッ素ド

ープ酸化スズ（FTO）上への合成を行う必要がある。本報告では、①液体触媒法と②挟み込み法

により HsGDY の合成を試みたので報告する。 

 ①では copper(Ⅱ) acetateと polyvinylpyrrolidone 水溶液を FTO 基板上にスピンコートし、②では 2

つの FTO 基板間に、ethanol, acetone, HClで 10分ずつ洗浄した Cu基板を挟み込む(Fig.1)。次に、

1,3,5-Triethynylbenzene、pyridine、piperidineの混合溶液に 60℃で 1日浸して合成した。原子間力顕

微鏡(AFM)から、両者ともHsGDY特有のネットワーク構造が観察され(Fig.2)、Raman分光法から、

1935 cm-1、および、2225 cm-1付近に-C≡C-由来のピークが確認でき(Fig.3)、両手法とも HsGDY

合成が可能であることがわかった。 
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Fig.1 ①liquid catalyst method and ②sandwich method 

Fig.2 AFM image of HsGDY 

Fig.3 Raman spectrum of HsGDY 
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